
  

 

別紙２ 

 

事業所名 グループホーム町屋              

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 平成 29年 10月 23日（月）14時 00分～14時  30分 

参 加 者 議   題 

利 用 者  0名 

利 用 者 家 族   3名 

地域住民の代表者   0名 

市 職 員    1名 

地域包括支援センター職員   1名 

事 業 所    ３名 

①行事報告 

②避難訓練報告 

③その他 

会    議    録 

①行事報告 

《1号館》  

誕生日会（9/1７）：２名の利用者様のお誕生日会を行いました。おやつの時間にワッフル

ケーキ、フルーツあんみつ、レモンティーを提供させて頂きました。ささやかですが、ネ

ックウォーマーとタオルを、プレゼントさせて頂きました。  

 

避難訓練（9/13）：②参照 

 

敬老会（9/25）：昼食にちらし寿司、メンチカツ、ふきの煮物、味噌汁を提供させて頂きま

した。１５時のおやつの時にチョコレートケーキ、レモンティーを提供させて頂きました。

ささやかですが、利用者様に靴下とタオルをプレゼントさせて頂きました。おやつ後にカ

ラオケ大会を行いました。最初は遠慮されていましたが、職員も歌わせて頂き【故郷、人

生いろいろ、我が人生に涙あり】など１時間半ほど楽しまれ、「久しぶりのカラオケで若返

りました」と大満足のご様子でした。 

 

弁当を購入し庭で昼食(10/23）：昼食に２号館の庭でお弁当を、召し上がって頂く予定でし

たが、台風の影響で風が強く、１号館の食卓で召し上がって頂きました。利用者様も久し

ぶりのお弁当に「いつもと違ってたまにはお弁当もいいね」と、喜んで召し上がっていま

した。お弁当は利用者様のリクエストで幕の内弁当を注文しました。 

 

 

 



《2号館》  

避難訓練（9/12）：②参照 

 

誕生日会（9/14）：１名の利用者様のお誕生日会を行いました。歌を唄ってお祝いをし、お

やつの時間にスタッフの手作りケーキを召し上がって頂きました。ささやかですが、靴下

をプレゼントさせて頂きました。 

 

敬老会(９/20)：カラオケ大会を開催しました。リビングをカラオケボックス風にアレンジ

して雰囲気を感じて頂きました。最初は利用者の皆様、遠慮してマイクを渡し合って「分

からないから嫌だ」と話されていましたが、メロディーが流れると口ずさみ出し、「一緒に

歌いましょう」とスタッフと一緒に歌われていました。１時間の予定でしたが、盛り上が

って、皆様とても楽しまれていましたので、１時間程延長し、楽しい一時を過ごしました。

記念品に箸を贈りました。 

 

誕生日会(10/24)：１名の利用者様のお誕生日会を行いました。おやつの時間に、プリンパ

フェ、紅茶を提供させて頂きました。ささやかですが、エプロンをプレゼントさせて頂き

ました。 

 

ドライブ(10月下旬～11月上旬予定) 

 

②避難訓練報告  

1号館：夜間想定で皆様居室のベッドで待機して頂きました。今回は、キッチンからの出火

で、奥の居室に避難をする訓練です。火災通報装置を使い点呼・安全確認が出来るまでの

時間 9分 15秒。 

反省点…火災通報装置を使った際、相手からの受け答えで、町屋の電話番号がスムーズに

伝えることが出来なかった。前回に比べスムーズに誘導できたが、誘導中にトイレに行か

れた利用者様に気付くのが遅れてしまった。 

改善策…町屋の住所・電話番号等覚える。電話番号等記載されている所を再度確認。夜間

帯は、１人なので、他利用者様の誘導時にトイレに行かれ、所在が分からなくなってしま

う事も考えられるので、トイレや脱衣所も確認の上点呼・安全確認を行う。 

 

2 号館：夜間想定。1 人で入居者様 9 名の誘導でした。行う前は 20 分位かかると思いまし

たが、結果的には 8分 11秒という時間で誘導できました。しかし、昼間の訓練だった為、

皆様居室に居ても起きており、実際夜間は皆様就寝している状態な為、もう少し時間は掛

かると思われます。 

誘導は３箇所に分かれて避難誘導しました。中には、指示が通じず勝手に歩いてしまった

り、不機嫌になってしまう方もいました。もう少し上手く声かけが出来たらスムーズに誘

導出来たのではないかと思いました。 

今後も、避難経路の把握や消火方法、通報の仕方等を他の職員ともしっかり話し合い災害



対策に取り組んでいきます。 

 

・ご家族様からの意見：避難に時間が掛かるのは仕方が無い。災害の時の為に住所、電話

番号など最低限の事は覚えといてほしい。 

 

・市役所からの質問：完全に建物が崩壊したらどうやって対応するのか？ 

A：隣接しているグループホーム、有料老人ホームに一時的に避難場所として使用します。 

 

・グループホーム町屋より：防災マニュアルを見直しました。 

 

③その他 

・グループホーム町屋より：家族アンケート実施しました。結果を１１月の請求書に同封  

させて頂きます。 

 利用者様のインフルエンザ予防接種を行います。(11/29) 

 

・地域包括支援センターより：認知症サポーター養成講座開催します(10/26) 

 

 


